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科学史や科学哲学は，ある知
識が，なぜ，そしてどのよ

うに知られるようになってきたの
かを説明しようとしてきた．だが
近年ではむしろ，ある物事が「な
ぜ知られていなかったのか」に注
目が集まっている．つまり知識で
はなく「無知」を問題にしようとい
う見方である．
本誌の読者にとっては，これは
直感的にピンとくるかもしれない．
というのは，何かを知りたいとい
うことを説明する場合，何を知ら
なかったかを明らかにすることか
ら始めるものだからだ．そもそも
研究計画書を書くとき，「◯◯◯
についてはわかっているが，□□
についてはまだわかっていないの
で研究したい（だから研究費をく
ださい）」というのがスタンダード
なフォーマットになっている．知
を追求しようとする場合，どこに
「無知」の領域があるのか，いわば
「無知を嗅ぎ当てる」ことのほう
が研究実践に近い（ちなみに，こ
のような無知は「研究資源として
の無知」とも呼ばれている．次回，
少し詳しく触れる）．
こう見るなら，科学研究を行っ

ている人びとが扱っているのは，
「知識」のようでいて，実は「無知」
だともいえる．科学者は，無知を
見つけだしたり，すでに知られて
いることのあいだから無知をあぶ
りだしたりして，知りたい無知を
特定することにやっきになってい
る．となると，知識の追求につい
ての歴史や哲学を研究していくう
えで問題となるのは，すでに知ら
れていることだけではなく，知ら
れていないことや知られてこな
かったこと，つまり「無知」とは何
かということなのではなかろうか．

無知学という考え方

では，無知にはどのような特徴
や性質があるのだろう．一般的に
は，物事を知らないことよりは
知っていることのほうがよい．こ
れは教育的な見方でもある．ある
分野についてあまりよく知らない，
つまり無知だと想定されている初
学者には，体系的かつ順序立てて
知を与えていくのはきわめて大切
である．大事なのは，すでに何を
学んできていて，何について無知
であり，そこをうまく充填するに
はどのような知識で，それをどう

並べてやるのかということだ．基
礎的な数学について無知なら化学
反応論を教えるのは難しいし，炭
素原子の原子価がわからない人に
いきなり有機合成化学を教えるわ
けにはいかない．このような場合，
無知の存在は，教えるべき物事を
順序立ててゆくために必要な教育
的な課題である．
だが無知には教育的課題以上の
意味がある．無知自体を検討しよ
うというこのような問題設定の仕
方は「無知学（アグノトロジー）」と
も呼ばれており，近年では，科学
史や科学哲学，そして科学技術社
会論（STS）と呼ばれる領域のなか
で重要なテーマになっている．こ
の無知学という考え方は，そもそ
も哲学的な発想の言葉であり，本
誌の読者には馴染みの浅いものか
もしれない．だが日々研究を進め
ていくうえで，現場ではまずは無
知を探している問題意識と重なる
ところも多いだろう．そのために
無知学の重要性や，これをどう研
究へ生かすのかを，このシリーズ
では考えてみたい．初回というこ
とで，ここでは一つの例をあげて
おく．続く回のどこかで伏線回
収をしようと思っているのだが，
PFAS （per- and polyfluoroalkyl 

substances）と呼ばれる一連の化
合物についてである．

PFASに関する無知

よく知られるように，PFASは
アルキル鎖に複数のフッ素が結合
している有機フッ素化合物である
（図 1）．炭素（C）とフッ素（F）の
強力な化学結合のため分解されに
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くく，「永遠の化学物質（forever/

eternal chemicals）」とも呼ばれ
ている．化学物質として安定して
いるので，撥水性や耐熱性などの
特徴を生かして，フライパンや衣
料の表面加工剤に使われたり，ま
た泡消火剤として広く利用された
りしている．そこまではよく知ら
れていることである．
だが，この PFASには毒性が

指摘されている（図 2）．発がん性
があることはすでに国内外で問題
となっており，とくに水道水に含
まれていることがわかってから，
シリアスな問題として取りあげら

れている．それなのに，その実態
についてはよく知られているとは
いいがたい．なにしろ PFASは
4700種以上もあるとされている
し，合成もできるし，利用もされ
ているが，「経年変化を受けたあ
とにどうなるのか？」ということ
や，「自然環境のなかや生体内で
の反応機序がわかっているか？」
といえば，実はそうでもない．ま
たそれぞれの PFAS関係の化合
物が，どのような有害影響をもた
らすのかとなると，気の遠くなる
話だ．すでにWHO （世界保健機
関）が発がん性などの健康影響は

あることを認めているが，環境中
における複層的な生態系を含めた
反応システムについては未知であ
る．それらはどのように環境に分
布して濃縮されるのか，生体内（in 

vivo）ではどのような細胞に取り
込まれ，どの臓器に集まるのか（つ
まり環境での分布や残留に関する
化学的機序や，また食物連鎖によ
る生体内濃縮や臓器選択性など
は），まだ明確にはわかってない
し，調査も途上である．またそれ
ぞれの PFASが生体に入ったと
き，個々の細胞内や臓器のつくり
だす条件下で，どのような物質と，
どのように，どのくらいの収量で
化学反応が起こっているのか，そ
して遺伝子や酵素にどのように反
応して，分子レベルでは何がどの
ようにがんを誘発しているかなど，
それなりの調査や研究は行われて
いるようだが，まだわかっていな
いところが多いことを認めざるを
得ないようだ．つまり多くの点で，
私たちの人体に対する PFASの
影響については，まだ「無知」の部
分が多いとしかいいようがない．

環境中で検出される
PFAS問題

この PFAS については，近
年，環境中での検出が相次いでい
る．なかでも沖縄のアメリカ軍基
地周辺では，泡消火剤として大
量に使われた PFASが環境中に
流出していることが長いこと問
題となっていた．多くの努力に
もかかわらず，いわゆる「基地の
壁」のために，真相の追求は難し
いものであった．だが沖縄以外で

図 2　PFASの人体への有害な影響
出典：European Environment Agency，“Effects of PFAS on human health,” 15 Oct 
2020（https://www.eea.europa.eu/signals-archived/signals-2020/infographics/effects-
of-pfas-on-human-health/view）．
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図 1　PFASの代表的な化合物と問題点
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も，濃度が異常に高い水道水や水
源となる河川があることが報じら
れている．そのなかで最も顕著な
のは，2023年 10月に岡山県吉
備中央町で報告されたものだ．そ
れも桁違いの濃度であった．現
在，日本での暫定目標値として設
定されている水道水の上限濃度
は 50 ng L–1とされているが，こ
この住民が水道として使っている
円城浄水場では，その 28倍の約
1400 ng L–1，さらに取水源上流の
沢では約 62,000 ng L–1が検出さ
れたという．岡山県では現在，こ
の原因を探るとともに，住民の血
液検査をするかしないかなどにつ
いての深刻な検討が始まっている．
このような問題を考えるうえで，

何をどう対策したらよいのだろう．
わかっていること，つまり「有知」
の範囲内だけでできることは，あ
まりに限られている．むしろ「無
知」が多いなかで，即応的な判断，
つまり現実の問題に対応をしなく
てはいけない場合が多い．それで
は多くの無知を前にして，科学者
や化学の専門家はどうしたらよい
のだろう．
科学的な問題について，何かを

判断したり，専門的な知見を明ら
かにしたりしなくてはならない場
合，しかし知っていることや知ら
れていることがあまりに少ない場
合，それに伴う無知の意味を考え
ておくことは意味があることだと
思える．岡山県の PFAS問題は
現在進行形なので，事態の推移を
見守るとともに，「無知学」の視点
からの分析を含めて，この連載の
なかで，具体的に論じていきたい．
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